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1. 研究の背景 

我々は、これまでに全脳イメージングと

その画像解析法 FAST を独自に開発し[1、

2]、疾患モデル脳の構造・活動の網羅的で

アンバイアスな個体間比較を可能にしてき

た[3-5]。本研究は、このような画像解析法

を用いて、疾患モデルマウスにおける脳構

造変化の機序と病態機構の解明に向け、脳

構造、神経活動、遺伝子発現解析によるデ

ータ駆動型研究を実施することを目指した。 

 

2. 研究の目的 

本研究は、ヒトの精神疾患の病態モデル

と考えられる疾患モデルマウスを用いて、

脳構造変化の有無の解析とその機序の解明

を目指し、全脳構造と神経活動の網羅的な

画像データに基づくデータ駆動型研究を実

施することを目的とする。そしてヒト脳画

像研究を補完し、ヒトだけでは実施できな

い病態機構を分子レベルで解明する研究に

寄与することを目指している。 

 

3. 研究の方法 

3.1 脳画像の領域分割の自動化 

脳画像の領域分割をほぼ自動化し、解析

スループットを向上させることを目的と

して、米国 Allen 研究所が公開するマウス

脳共通座標フレームワーク version 3

（CCFv3）をもとにした自動領域分割を実

施できるようにする。 

 

3.2 蛍光標識細胞の定量化 

蛍光で標識される細胞を精度高く識別す

るために、ディープラーニングを用いた画

像解析を実施する。さらにこの結果をもと

に、蛍光標識細胞の脳領域毎の数や密度を

計測するために、3.1 の領域分割の結果に

重ね合わせることができるようにする。 

 

3.3 疾患モデルマウスを用いた解析 

疾患モデルマウス脳の脳画像を用いて、

3.1 および 3.2 の解析を行う。 

 

4. 研究成果 

これまでに、専用のソフトウェアを用い

て、脳領域分割を手動で実施してきた。こ

の方法は、多数のサンプルの解析には 

 

図 1 マウス脳の領域分割結果の例 

 

向かないが、区分けの精度は非常に高い。

そこで、手動による領域分割を実施済みの

疾患モデルマウスの脳画像データをグラウ

ンドツルースとし、同じ画像を用いて得た、

深層学習で領域分割を行うソフトウェアの

結果の精度を確認することにした．その結

果、オープンソースソフトウェアである

bi-channel image registration and deep-learning 

segmentation (BIRDS)[6]により、高いスルー

プットで自動領域分割が実施できることが

分かった（図 1）。一部の領域で、手動と



自動の結果に比較的大きな差が認められた

が、前者が CCFv3 ではなく、version 2 であ

る CCFv2 を用いているためであった。 

また、蛍光標識細胞を精度高く自動識別

するために、上述とは異なる学習済みの深

層学習モデルを用いた方法を採用した．本

研究では、全脳画像を扱うため大きな処理

能力が必要であるが、この要件も満たして

いた。 

以上の通り本研究において、疾患モデル

マウスの脳画像の自動解析系を整備できた。 
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